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今のままでは、来年度50%を切り、
4年後には40%を切ると思われる。

一刻の猶予もない中で、従来の
延長の議論だけでは意味がなくは
ないが、カンフル剤的処置が必要。

兎に角聞く耳持たない未加入者が
振り向いてくれる即効具体的な対策
が必要。
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低下要因を可能な
限りつぶしていく

都城市自治会加入率急低下の緊急課題

近似曲線

課題解決の為の論理的アプローチ

加入率低下要因分析 方策骨子の立案 具体的対策
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宮崎市の場合
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便利で開かれた自治会

１．自治会運営方式の見直し

① 組織のスリム化

・過去からの運営方法や内容を鑑み、最低限必要な役員組織とする
・どうしても年間行事に増員必要な場合は、その時だけの非常勤を組む
・年間を通して従事する期間を勘案して役員通しが補完し合う体制も組む

以上を検討する為にまずは棚卸を行う

② 情報の迅速化と自治会会合の簡素化

・自治会のホームページを組む（Google Sitesで作成無料）
⇒スマホで見られる。回覧板にも利用・・・・登録者は誰でも閲覧出来る

高齢者がスマホで簡単に利用できるようにＱＲコードを作成（これも無料で作成）
広報誌（市広報・市議会だより・県公報）も掲載出来ることを確認済（市にも恩恵）

・紙の回覧板はスマホを持たない高齢者等希望者のみとする
回覧板配付の手間と経費が大幅にカットでき、情報の遅延もない

・グループラインで連絡網（500件まで可）を組む・・・・基本的には班長以上の役員
・会議等もWeb会議が出来、オンラインで時間短縮出来るし開催も楽になる

日程の調整もライングループの中で可能 （議事録はＡＩ活用で作成も可）

③ 開かれた会計

・収支の棚卸し （非加入者）
・会費の軽減化・・・・ランク制も検討する。ゴミステーション利用のみは低金額徴収
・会計の表計算ソフト化（エクセル等）⇒誰でもがいつでも閲覧可
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自治会のＨＰ事例

・回覧板がスマホで見られる
・スマホが有れば、ＱＲコード

で簡単に閲覧できる

ＨＰもＱＲコードも無料で
作成できる

ＱＲコード

便利で開かれた自治会

スマホ保有者は、事前登録すれ
ばいつでも即座に見られる
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便利で開かれた自治会

２．防災、減災対策

① 避難場所の明確化

・地震、豪雨、台風に応じて避難場所を地区毎に設定し住民が分かる様にする
スマホの活用も進める・・・・自治会ホームページの活用

・豪雨の場合は、ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟにて家屋単位で事前に決めて把握できるようにする

・定期的に避難訓練等を行う

② 高齢者対策

・地震対策の為の家屋内の防災アドバイスを行う
タンス・書斎・その他倒壊防止対策の為に場合によっては対策用品購入援助

・地区毎に非常時の救助隊を設置する

・必要に応じてお助け隊（有償ボランティア）を利用して貰う

③ その他

・家屋内の防災アドバイスは、高齢者に限らず必要である為、講習会を開くと良い
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便利で開かれた自治会

３．防犯や事故対策

① 防犯対策

従来の防犯灯に加え、ソーラー式センサーライトを各家庭の入り口等に設置
・センサ—ライトは、3～4千円程度で購入出来、照度も明るく電気代も無料

設置方法は簡単なので町内のボランティアを活用、
場合によっては五百円～千円/件程度の報酬も良いのでは？

設置時の事故を想定した保険加入も可能

・セキュリティ体制
ALSOK等警備保障会社と提携交渉可能

・監視カメラ導入・・・・5千円～1万円/台程度の低価格品でも高画質で問題なし

・パトライト設置・・・・独居老人や希望者に設置（取付別途で３～５千円/台程度）
万一の場合に点灯させて近所の人等に気付いて貰う（安否確認にも便利）
電源は直流式を採用すれば、電気工事士の資格は不要
設置方法は簡単なので町内のＤＩＹ好きボランティアを活用、

・ケーブルテレビの活用
緊急事態時の対応情報を流す（ＢＴＶ社と交渉）

（現状として河川情報は、豪雨時のみの国交省ライブカメラのみである）
② 事故対応

ＡＥＤ設置場所は市のＨＰに一覧が有るが、予め地区毎に設置場所が即座に
分かる様に自治会のＨＰ内に記載する
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便利で開かれた自治会

センサーライトの設置事例 （２年経っても高品質）

この事例では、購入はAmazonにて太陽光パネル付きで2,500円～3,000円程度

電気代も要らず、光束（Lm）も十分明るく最低5年程度は寿命は有ると考える

取付は、町内のＤＩＹ好きのボランティアや高校生・学生等にもお願いできる

ボランティア保険は、必須である

※防犯灯に加えて、地区内の各家庭に配置すれば地区全体の犯罪対策にも有利である

太陽光パネル

人感センサー付
ＬＥＤライト
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便利で開かれた自治会

４．便利な機能やコミュニケーションの拡大

公民館の積極的活用

・宅配便の不在者用預りＢｏｘ （宅配業者と交渉して置いてもらう）
⇒国指導の置配方式が成立？

・公民館にＰＣ複数台を置いて開放（ボランティアでＰＣ教室も可）

・ＰＣでの資料作り作成指導（以下は、ボランティアで）

・園芸や野菜作り、ＤＩＹ等指導

・不要になった書籍等やその他 バザー開催

・バーベキュー大会等懇親会開催

・大地震等災害時の事前準備について勉強会開催

等々
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５．その他提案

①非加入者への新しい自治会をＰＲした上で、

まずは半年とか一年間程度お試し入会（無料）で入って貰い、
新しい自治会の便利さを感じ取って貰うのも手である

②そもそも『自治会』とか『公民館』という言い方のイメージが悪かったり
刷新するにあたり不利と思われるので

新自治会のＰＲ資料にて、新しい称号を募集する（懸賞付きがよい）
⇒非加入者に多いに関心を持って貰う

③自治会費は、ランク分けが有っても良いのでは??
⇒集金の仕方に工夫が必要

④勧誘のアイテムとして防災があるが、いつ発生してもおかしくない南海トラフ地震
では、宮崎市が震度6強、都城市でも震度6弱と家屋の倒壊レベルが予測されて
いるので、それは強調したほうが良い

※全般的に新規アイデアを追加更新していきます
（自治会の課題要因を出来るだけ潰し込み、加入したくない理由を無くしていく）

便利で開かれた自治会


